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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 3,411 4.3 164 1.9 168 △0.9 105 △1.2

2021年３月期第２四半期 3,270 △17.5 161 △25.2 170 △24.5 106 △25.5

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 105百万円（△1.2％） 2021年３月期第２四半期 106百万円（△25.5％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 21.79 20.95

2021年３月期第２四半期 22.06 21.27

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 6,813 4,662 67.7

2021年３月期 6,765 4,599 67.3

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 4,613百万円 2021年３月期 4,556百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2022年３月期 － 0.00

2022年３月期（予想） － 10.00 10.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,231 2.1 387 3.3 406 1.9 257 11.3 53.16

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 4,840,000株 2021年３月期 4,840,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 1,701株 2021年３月期 1,701株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 4,838,299株 2021年３月期２Ｑ 4,838,299株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………… 7

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… 8

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 8

（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 8

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 9

○添付資料の目次

- 1 -

㈱東葛󠄀ホールディングス（2754）2022年３月期　第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年９月30日）におけるわが国の経済環境は、前期に引き続き

新型コロナウイルス感染症（以下、感染症といいます。）の感染状況に左右され、政府による緊急事態宣言等の発

出が経済活動に様々な影響をあたえる状況で推移いたしました。

このような環境のなか、当社グループにおいて中核事業である自動車販売関連事業が属する自動車販売業界で

は、当第２四半期連結累計期間の国内新車販売台数は2,050,359台（登録車（普通自動車）・届出車（軽自動車）

の合計。前年同四半期比1.1％増）となりました。登録車（普通自動車）、届出車（軽自動車）ともに、１回目の

緊急事態宣言の発出により経済活動が停滞した前年同四半期に比べて増加となりました。

当社グループにおけるセグメント毎の状況につきましては以下のとおりであります。

当社グループの自動車販売につきましては、主に半導体等の部品の供給不足や海外におけるコロナウイルス感染

症に伴うロックダウンなどの複合的な要因によるメーカーの車両生産減産の影響を受け、新車の納期が長期化して

いること等から新車の販売台数は897台（前年同四半期比3.0％減）、中古車の販売台数は728台（前年同四半期比

増減なし。内訳：小売台数369台（前年同四半期比3.9％増）、卸売台数359台（前年同四半期比3.8％減））となり

ました。販売台数は減少しましたが、前年同四半期に比べて、新車販売では販売車種構成の変化による１台当たり

の販売単価の上昇、中古車販売では小売台数と卸売台数の販売比率の変化、また、整備業務を行うサービス売上に

ついては車検等の整備台数が確保できたこと等から売上高は3,361百万円（前年同四半期比4.3％増）となりまし

た。

その他につきましては、生命保険・損害保険代理店業関連事業において、対面販売が主であり、緊急事態宣言の

影響により来店客数及び契約件数は減少しましたが、保険取扱手数料率の変化等により、売上高は50百万円（前年

同四半期比2.1％増）となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は3,411百万円（前年同四半期比4.3％増）とな

り、営業利益は164百万円（前年同四半期比1.9％増）、経常利益は168百万円（前年同四半期比0.9％減）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は105百万円（前年同四半期比1.2％減）となりました。

これは、売上高、営業利益は上記要因により増加となりましたが、経常利益、四半期純利益の減少は、前年同四

半期においては、キャッシュレス・消費者還元事業にかかわる国からの補助金の計上があったこと等によるもので

す。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の流動資産は3,290百万円となり、前連結会計年度末に比べて63百万円増加いたし

ました。これは現金及び預金が122百万円、受取手形及び売掛金が38百万円それぞれ増加、商品及び製品が59百万

円、その他の流動資産が38百万円それぞれ減少したことによるものです。固定資産は3,522百万円となり、前連結

会計年度末に比べて14百万円減少いたしました。これは主に有形固定資産が９百万円減少したことによるもので

す。

この結果、総資産は6,813百万円となり、前連結会計年度末に比べて48百万円増加いたしました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の流動負債は1,809百万円となり、前連結会計年度末に比べて37百万円減少いたし

ました。これは主に短期借入金が30百万円、その他の流動負債が77百万円それぞれ増加、買掛金が132百万円、未

払法人税等が12百万円それぞれ減少したことによるものです。固定負債は341百万円となり、前連結会計年度末に

比べて23百万円増加いたしました。これはその他の固定負債が23百万円増加したことによるものです。

この結果、負債合計は2,151百万円となり、前連結会計年度末に比べて14百万円減少いたしました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は4,662百万円となり、前連結会計年度末に比べて62百万円増加いた

しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益105百万円及び剰余金の配当48百万円によるものです。

また、自己資本比率は67.7％（前連結会計年度末は67.3％）となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ122百万円増加し、当四半期連結会計期間末には1,828百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は158百万円（前年同四半期は314百万円の獲

得）となりました。これは税金等調整前四半期純利益167百万円から主に減価償却費65百万円、売上債権の減少額

76百万円、棚卸資産の減少額18百万円、その他の資産の減少額39百万円、仕入債務の減少額132百万円及び法人税

等の支払額75百万円等を調整したものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は18百万円（前年同四半期は120百万円の使

用）となりました。これは主に貸付金の回収による収入５百万円、有形固定資産の取得による支出22百万円による

ものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は18百万円（前年同四半期は26百万円の獲得）

となりました。これは借入金による収入30百万円、配当金の支払額48百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間の連結業績は概ね計画通り推移していることから、2021年５月13日に公表いたしまし

た「2021年３月期決算短信」で記載しております通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,706,287 1,828,703

受取手形及び売掛金 989,964 1,028,725

商品及び製品 414,550 355,007

その他 116,703 78,360

流動資産合計 3,227,506 3,290,796

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 724,206 700,346

機械装置及び運搬具（純額） 183,441 201,219

土地 2,420,008 2,420,008

その他（純額） 23,296 19,696

有形固定資産合計 3,350,953 3,341,270

無形固定資産 3,498 3,141

投資その他の資産 183,178 178,386

固定資産合計 3,537,630 3,522,797

資産合計 6,765,137 6,813,593

負債の部

流動負債

買掛金 451,741 319,419

短期借入金 862,731 892,970

未払法人税等 61,869 48,884

賞与引当金 44,169 44,629

その他 426,792 504,026

流動負債合計 1,847,303 1,809,930

固定負債

その他 318,071 341,249

固定負債合計 318,071 341,249

負債合計 2,165,375 2,151,180

純資産の部

株主資本

資本金 211,085 211,085

資本剰余金 200,496 200,496

利益剰余金 4,145,246 4,202,292

自己株式 △673 △673

株主資本合計 4,556,154 4,613,201

新株予約権 43,607 49,212

純資産合計 4,599,761 4,662,413

負債純資産合計 6,765,137 6,813,593

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 3,270,716 3,411,538

売上原価 2,495,912 2,598,368

売上総利益 774,804 813,170

販売費及び一般管理費 613,742 648,988

営業利益 161,062 164,181

営業外収益

受取利息 385 290

受取手数料 5,992 4,614

補助金収入 2,960 －

その他 2,266 2,305

営業外収益合計 11,604 7,210

営業外費用

支払利息 2,393 2,632

その他 0 －

営業外費用合計 2,394 2,632

経常利益 170,272 168,759

特別損失

固定資産処分損 － 1,118

特別損失合計 － 1,118

税金等調整前四半期純利益 170,272 167,640

法人税等 63,562 62,211

四半期純利益 106,709 105,429

親会社株主に帰属する四半期純利益 106,709 105,429

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 106,709 105,429

四半期包括利益 106,709 105,429

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 106,709 105,429

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 170,272 167,640

減価償却費 53,585 65,864

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,388 460

株式報酬費用 5,513 5,604

受取利息及び受取配当金 △385 △290

支払利息 2,393 2,632

固定資産処分損益（△は益） － 1,118

売上債権の増減額（△は増加） 31,110 76,146

棚卸資産の増減額（△は増加） 77,248 18,358

仕入債務の増減額（△は減少） 32,307 △132,321

その他の資産の増減額（△は増加） 19,866 39,277

その他の負債の増減額（△は減少） 1,962 △7,773

小計 389,488 236,718

利息及び配当金の受取額 29 24

利息の支払額 △2,436 △2,626

法人税等の支払額 △72,774 △75,122

営業活動によるキャッシュ・フロー 314,306 158,994

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △120,849 △22,565

貸付金の回収による収入 5,364 5,364

差入保証金の差入による支出 △5,354 △2,308

差入保証金の回収による収入 305 287

出資金の回収による収入 － 785

投資活動によるキャッシュ・フロー △120,533 △18,435

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 74,602 30,239

配当金の支払額 △48,382 △48,382

財務活動によるキャッシュ・フロー 26,219 △18,143

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 219,992 122,415

現金及び現金同等物の期首残高 1,400,637 1,706,287

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,620,629 1,828,703

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の損益にあたえる影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への

影響もありません。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影

響はありません。

（追加情報）

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

当社及び国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設されたグ

ループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目について

は、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39

号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法

の規定に基づいております。

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りに関しては、前連結会計年度末の仮定から重要な変更はありませ

ん。
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（単位：千円）

報告セグメント その他

（注）
合計

自動車販売

売上高

外部顧客への売上高 3,221,569 49,147 3,270,716

セグメント間の内部売上高又は振替高 81 62,621 62,702

計 3,221,651 111,768 3,333,419

セグメント利益 242,058 10,662 252,720

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 242,058

「その他」の区分の利益 10,662

全社費用（注） △91,658

四半期連結損益計算書の営業利益 161,062

（単位：千円）

報告セグメント その他

（注）
合計

自動車販売

売上高

新車販売 2,051,364 － 2,051,364

中古車販売 443,556 － 443,556

自動車整備 729,222 2,732 731,955

その他 137,195 47,466 184,662

顧客との契約から生じる収益 3,361,338 50,199 3,411,538

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 3,361,338 50,199 3,411,538

セグメント間の内部売上高又は振替高 207 79,434 79,641

計 3,361,545 129,633 3,491,179

セグメント利益 238,983 19,576 258,559

（セグメント情報等）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生命保険・損害保険代理店業

関連事業及び鈑金塗装事業を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生命保険・損害保険代理店業

関連事業及び鈑金塗装事業を含んでおります。
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（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 238,983

「その他」の区分の利益 19,576

全社費用（注） △94,377

四半期連結損益計算書の営業利益 164,181

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

- 10 -

㈱東葛󠄀ホールディングス（2754）2022年３月期　第２四半期決算短信




